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　北区では、小・中学校の教員が、義務教育９年間を通して一貫した
計画的・系統的・継続的な学習指導及び生活指導を行い、児童・生徒
の「知」・「徳」・「体」の調和のとれた「生きる力」の育成を目指して
小中一貫教育を推進しています。

北区の小中一貫教育とは

　北区の小・中学校では、これまで築い
てきた学校ファミリーのネットワークを
生かした小中一貫教育を、平成 24 年度
から全 12 サブファミリー（SF）で実施
しています。

　各ＳＦではＳＦ運営委員会を設置し、
児童・生徒の学習状況等の情報交換を十
分に行い、小学校入学から中学校卒業ま
での一貫した指導計画を意識し、授業改
善に取り組んでいます。教員は授業にお
いて、北区小中一貫教育カリキュラムを
活用し、９年間を見通した小中の連続性
のある指導を行っています。
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交流・連携
※小学校数は、2～5校、区立幼稚園を含む。

交流・連携 交流・連携

○□小学校

○○中学校

□□小学校

○○中学校
サブファミリー
運営委員会

学校ファミリーとは

　区立の幼稚園・小学校・中学
校で組織する、質の高い教育を
実現しようというネットワーク
です。
　学校ファミリーの活動は、中
学校 1 校とその通学区域内の複
数の小学校、幼稚園からなるサ
ブファミリーを活動単位として
います。
　さらに、サブファミリーを核
として、学校・家庭・地域社会
の連携協力体制を整備し、地域
教育力の向上を目指します。

　小・中学校の独自性は保ちつつ、義務
教育 9 年間を円滑に接続させることで、
確かな学力の定着を図っています。また、
中１ギャップから生じる学習意欲の低下
や不登校問題等、児童・生徒の指導上の
課題解決にも取り組んでいます。

《背景》
　平成 18 年に教育基本法が 60 年ぶりに改正
され、学校教育法では、新たに義務教育の教育
目標を定めた上で各学校種の目的・目標が見直
されました。学習指導要領もこれに合わせて改
訂され義務教育段階での一貫した教育が求めら
れるようになりました。

学校ファミリーを基盤とし　　た北区の小中一貫教育

９年間の計画的・系統的・継続的な教育の推進

前期　（小学１～４年）

　知識・技能を活用して課題を
解決するために必要な思考力・
判断力・表現力の素地を養う。

中期　（小学５～６年）

　知識・技能を活用して課題を
解決するために必要な思考力・
判断力・表現力を育成する。

後期　（中学１～３年）

　知識・技能を活用して課題を
解決するために必要な思考力・
判断力・表現力をさらに高め
て、個性や能力を伸長させる。

　基本的な生活習慣の定着や、
集団生活のルールを身に付ける。

　将来への夢や希望をもち、目
標に向けて努力する態度を培う。

　自己有用感をもち、自らの生
活を見つめ将来を展望する。

　活動を工夫して、各種の運動
を楽しくできるようにする。そ
の基本的な動きや技能を身に
付け、体力を養う。身近な生活
において健康で安全な生活を
営む資質や能力を育てる。

　活動を工夫して、各種の運動
を楽しくできるようにする。そ
の特性に応じた基本的な技能
を身に付け、体力を高める。心
の健康、怪我の防止及び病気
の予防につき理解できるよう
にし、健康で安全な生活を営む
資質や能力を育てる。

　運動の合理的な実践を通し
て、運動の楽しさを味わう。知
識や技能を高め、生涯にわたっ
て運動を豊かに実践できるよ
うにする。健康・安全を確保し
て、生涯にわたって運動に親し
む態度を育てる。

北区小中一貫教育カリキュラム

《特色》
① 小・中学校の教員が、共同
で作成

② 小・中学校教育及び就学前
教育との円滑な接続に留意

③ 学習内容の重点化・精選化
④ 上学年・下学年の関連性の
ある学習事項の明確化

⑤ 言語活動の充実を通して思考
力・判断力・表現力を育む指
導例を掲載

　カリキュラムを活用することにより、９年間を見通した小中の連続性のある学びを実
践していきます。
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学校ファミリーによる特色ある取り組み
王子桜中サブファミリー

【新聞教育】

堀船中サブファミリー
【ＩＣＴ機器を活用した学力向上】

明桜中サブファミリー
【キャリア教育を中心とした学力向上】

赤羽岩淵中サブファミリー
【防災教育】

十条富士見中サブファミリー
【言語活動を中心とした学力向上】

稲付中サブファミリー
【オリンピック・パラリンピック教育】

　ＮＩＥ（Newspaper In Educationの略、新聞を教材・

学習材として活用する学習）の手法を取り入れ、言語活

動の充実を図るとともに、情報活用能力や思考力・判断

力・表現力等を育成

します。社会の出来

事に興味をもち、生

涯にわたって学び続

ける基礎を育みます。

　電子黒板や携帯情報端末、デジタル教科書や各種ソフ

ト等のＩＣＴを活用した学びを取り入れながら、基礎的・

基本的な知識・技能の定着と思考力・判断力・表現力

を育成し、新しい学

びを創造します。

　オリンピアン・パラリンピアンとの交流を通して、運動・

スポーツにより一層親しむ取組、体力や健康の保持増進

を図る取組、オリンピック・パラリンピックの歴史や意義、

理念などを学習する

取組、国際理解を深

める取組などをオリン

ピック・パラリンピック

教育として推進してい

きます。

　防災教育小中一貫年間指導計画（案）を策定し、そ

れに基づく防災授業や体験等を実施します。また、小中

合同引き取り訓練や地域総合防災訓練など、保護者・

地域と連携した小中

一貫型防災教育を推

進します。

　言語環境を整えるとともに、言語に対する関心や理解

を深め、思考力のベースとなる言語力を育成します。各

教科においては、対話・記録・要約・説明・発表・討

論などの言語活動を

充実させ、論理的思

考力や表現力を育成

します。

　一人ひとりの社会的・職業的自立に向け、必要な基盤

となる能力や態度（自立した社会人として生きるために

必要な力）を育みます。「基礎的・汎用的能力」の育成

を通して、自立・協働・

創造に向けた一人ひ

とりの主体的な学び

につなげていきます。



学校ファミリーによる特色ある取り組み
桐ケ丘中サブファミリー

【道徳教育】

田端中サブファミリー
【地域学習】

浮間中サブファミリー
【情操教育】

飛鳥中サブファミリー
【学校図書館活用教育】

神谷中サブファミリー
【学び体験のコラボレーション】

滝野川紅葉中サブファミリー
【国際理解教育】

　地域の方々をゲストティーチャーとして招へいし、田端

に根付いた文化等を学ぶ「田端学びの郷オープンスクー

ル」を開催しています。田端小・滝野川第四小６年生、

田端中の児童・生徒

が一緒に学ぶことで、

異年齢集団の交流を

図り、地域とともに

学ぶ態度を育みます。

　イングリッシュサポーター（外国人講師）が、放課後に英

会話講座等を行うイングリッシュプラザを開催し〔中学校

を中心として実施〕、英語の力を高めていきます。また、

コミュニケーション能

力の向上に向けた授

業改善や東京国際フ

ランス学園との交流な

どを通して、国際理解

教育を推進します。

　学校図書館指導員（学校司書）を活用し、学校図書

館の整備を進め、読書活動や言語活動の一層の充実を

図ります。読書量と学力には正の相関があり、児童・生

徒の自主的な学びを深め、問題解決能力を育みます。北

区民としての教養の基礎

を培うため、読み聞かせ

や読書習慣、自立した生

き方を目指す読書の方法

などを教育するものです。

　「桐ケ丘心の教育ネットワーク」として、桐ケ丘地域の

心の教育を充実させ、豊かな教育力を育みます。ＳＦを中

心として、学校の道徳教育の充実を目指すとともに、保

護者や地域関係機関

と連携を工夫しなが

ら推進していきます。

　「学びの一貫性」（学習スタンダード）をもたせるとと

もに、体験学習に基づく援農教育は、区内唯一の特色

ある教育活動であり、小・中学生の共同作業へと展開を

しています。また、

一貫性のある生活指

導や学校行事のコラ

ボを行い、９年間を

通じて系統的に子ども

を育てていきます。

　「花・音・風̶情操教育の推進̶」として、浮間地域

の豊かな自然環境を生かし、地域の方々と伝統あるサク

ラソウの栽培を通して、郷土を愛する心を育みます。また、

音楽交流やボラン

ティア活動などを推

進して、社会貢献で

きる豊かな心をもっ

た児童・生徒を育成

します。



北区の小中一貫教育と特色ある教育
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